
 

「でんきの月連絡協議会」 

 
１．目 的 

わが国の電気・電子技術の学術・産業における実績や成果はきわめて高く，社会を支え

る技術として重要な役割を果たしているにもかかわらず，それに対する認識と理解は必ず

しも高くはありません。特に，若い世代が電気・電子分野を志向する傾向が低くなってい

るとも言われています。このような現状を改善するために，キャンペーン活動の効果は大

きいものと考えます。しかしながら，単独の組織がキャンペーンを実施するのでは効果が

薄く，関係する諸団体に協力を仰ぎ，何らかの形で参画していただくことが必要となりま

す。そこで，数多くの団体・組織で，情報交換を行いながら活動を盛り上げるための議論

の場として「でんきの月連絡協議会」（以下協議会という）を設置するものです。 

 

２．活動内容 

(1) 「でんきの月」に関する基本事項の審議 

(2) 各団体におけるキャンペーン活動の情報交換 

(3) キャンペーン推進のための共通的活動の実施 

(4) キャンペーン活動に賛同する団体・組織等の参加促進 

(5) 複数団体による連携活動の推進 

(6) 協議会所属団体間の協力体制の推進と調整 

(7) 協議会共通のホームページの維持・管理 

(8) 関係省庁，地方自治体への説明・折衝 

(9) その他関係する諸事項の審議 

 

３．構 成 

「でんきの月」活動に参画する団体・組織等から１～２名が参加します。 

主  査：(社)電気学会 

幹  事：電気事業連合会 

委  員：(社)照明学会、(社)電気設備学会、電気保安協会全国連絡会議、 

(財)日本科学技術振興財団、(社)日本電気協会、(社)日本電機工業会、 

(社)日本電線工業会 

 

４．活 動 

協議会２回程度／年， 幹事会４回程度／年 

 

５．経 費 

キャンペーン活動の経費は，それぞれの団体・組織等における企画によるものとし，そ

れぞれの負担としますが，協議会の運営，ならびにホームページ，広報用ポスター，パン

フレット等に必要な共通経費は会費あるいは寄附を財源とします。 

 

６．事務局： 

当面は電気学会に置く。 

 

以 上 


